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「協働」のまちづくり
ー“ふくしのまち 実現” を目指してー
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自己紹介・略歴
佐藤努（サトウツトム）
○ 楢葉町議会議員 ○ 特別養護老人施設 「リリー園」 生活相談員
○ 楢葉町まちづくりサポート団体「ナラノハ」代表
○ 障害者施設「シェルパ」ヘルパー
○ 地域課題を考え発信する「social ANBEI（アンベイ）」代表

• 福島県双葉郡楢葉町在住。県立双葉高等学校卒業後、上京し飲食店勤務を経験したのち、
双葉郡に戻り介護職に就く。２０１１年東日本大震災と原発事故により被災。当時、楢葉
町のデイサービスセンターで生活相談員兼介護主任として勤務していたが、会社とともに
千葉に避難。その後、あまり弾けないギターを抱え、自作の曲を歌いながら各地で福島の
現状を伝える活動や、仮設住宅での座談会などを行う。２０１２年〜２０２０年 いわき
市の特別養護老人施設 生活相談職として勤務。２０１４年〜 楢葉町まちづくりサポート
団体「ナラノハ」 を設立。２０２０年〜地域課題を考え発信する「social ANBEI（ソー
シャルアンベイ）」 設立。２０２１年〜障がい者施設「シェルパ」 ヘルパー勤務。２０
２１年〜 楢葉町議会議員として活動。２０２２年６月〜 特別養護老人施設「リリー園」
生活相談職として勤務。
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楢葉の自然。
類まれなコミュニティ。



介護に寄りそう。
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２０１１年３月１１日。
大地震、大津波、原発事故、
放射能汚染、全町避難。
見えない不安と恐怖の日々。
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安全・安心の喪失。
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コミュニティ崩壊。

人間の無力さ。
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ありのままを伝える。
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課題

楽

共有
祭＝協働
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課題と共有を繰り返すこと。
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祭りを繰り返すこと。
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みんなで踊ること。
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そして、笑い合えること。
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２０１５年９月５日
楢葉町避難指示解除。
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祭りは、まちづくり。
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コミュニティは変化して
いくもの、創造していく
もの。そして、踊るもの。
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廃炉、防災、環境、太陽光、
子育て、高齢化、人口減、
医療・福祉の資源不足。
など、、生活課題は多い。

課題の本質に向き合う。
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ふくし（幸福）って？
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課題 楽共有

ふくしの町、実現

評価

協働のプロセス
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